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天野先生の御勇退に当って
保健体育科教授奈良岡健 三
天野智恵美先生は，わたくしが北大に学生主事補として赴任（昭16）してきたときには
すでに北大医専の教授で， 学生主事 （今の学生部委員）をしておられた。天野先生に私が
はじめてお会いしたのが 33年前の乙とであった。
学生主事と学生主事補とは会議ではしょ っち ゅう顔を合わせる。しかし高等官の学生主
事と判任官の主事補とでは，格付けに厳しい当時としては当然距離があるはずであった。
しかし天野先生と私とは初めから身内のような親近！惑があったような気がする。”補”と
いうしッぽをつけたおたまじゃくしと親蛙との関係・ー …？いや，それは今も昔と変らぬあ
の，人を温かく包むた洋瓢々と した哲学者のような風貌に私がひきつけられたせいであっ
たかも知れない。
そのうち本当に近親感で同じ大学体育の教育に進む間柄KUる日がやってきた。
第 2次大戦勃発 2年後，先生は樺太医専創設のため召かれて樺太に渡られた。 間 もなく
終戦， 苦労されて再び北大l乙帰って来られた。今度は古巣の生理学教室一一本来の研究室
に戻 られたのである。
戦後我が国で教育の大改革が行われた中で，昭和 24年新制大学の発足となり，体育が
大学教育中lと正課として脚光を浴びることになった。 天野先生と私が切っても切れない縁
で結ばれる乙とにたったのは乙の時に至ってからである。
天野先生は北大医学部を卒業されたうえ，さらに理学部で化学を専攻した理学士で もある
が，先生の御専門はやはり生理学者であり医学者である。一方体育学は人間のあらゆる科学を
基礎として成り立つ科学で、もあって，とくに深く広汎な医学分野の科学を基礎としなければな
らない理由がある。しかし当時の現実は医学者と体育学者との間柄は”おたまじゃくしと
親蛙””主事や主事補 ”どこ ろの差ではなく， 異質に近い大きな格差があった。新制大学
の体育科開拓に，医学畑の人lζ乗り出してきて戴だくと言って も、到底きてくれそうもとZ
い情勢であった。しかし大学体育開拓には何としても天野先生のような医学者特に生理学
しかも化学を身につけておられる”ような ”ではなし、。何としても天野先生に来てやって
戴かなければ・ー・・…という言いだしベェは私である。白羽の矢？を立てられた先生乙そい
い迷惑であったにちがいなし、。しかし当然貧乏畿とわかってい況がら，とぴ込んで来て，
実際に手をと り”騒をつき合わせて”体育ー属を引き連れ，医学を もって体育lζ筋金 を通
してやろうと，御自身の一生を体育の道に捧げる決心をされた先生の御勇断と先見の明と
を， いま思い起しても有り難いことであったと改めて感謝の念で胸がいっぱいになるので
ある。
先生はつい最近まで 20数年間 もの長い間，日本体育学会北海道支部長（現北海道体育
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学会）をされていた。北海道における体育学の名実相伴なう先駆者としてこれは当然のζ
とである。
先生が高遺伝人格者であることは，先生iζ接するすべての方々がよく御承知の通りであ
るが，それにも増して先生が広汎多岐にわたる該博江科学知識を兼ね供えておられる天賦
の学者でめられる乙とは，多くの方は御存じuいかも知れない。
私lとは”問”はあるが遺憾な乙とには”学”がえ工い。天野先生と私とは沢山の時聞をか
けて先づ”膝つき合わせてゴ学の研究”をした。ゴ学lとは種類は多々あるがその詮議は暫
らく惜くとして，ゴ学研究の傍ら私は天野先生K本モノの体育医学についてはもちろん，
あらゆる”学”について”間”をするのである。先生の該博な知識は引っぱり出せば出す
ほど出るわ出るわ，どんな愚聞にも科学的に納得のいく賢答をして下さるのであった。そ
れは丁度フォルスタッフの勘定書のようなものではあったが－一－－” 酒は五升でパンはたっ
た半ぺンス”
”名は体をあらわす”こと”博士”の称号は天野先生のような学者に乙そ全くふさわし
い乙とと思うのである。無論事実医学博士の称号（昭和 22年授与）をお持ちの先生には
はなはだ失礼な言いぐさではあるが………。私は天野先生を言葉では”先生”と呼ぶが心
の中では常K R 博士”とお呼びしているし，乙の文中で も次からそうお呼ぴしよう。
私が体育の科学的研究をし初めたのは， 天野博士に来て戴いてからである。” 智恵の泉”
のような博士に私は何でも手あたり次第に聞いた。 3～4才頃の質問期盛りの子供のよう
に。そしていろいろな研究機器も博士の科学性に裏打ちされた主張によって，特別調達し
て戴いたものである。
博士を主任として体育学の実際研究に乗り出した最初は，晩生内中学生の農繁期作業手
伝いの疲労の研究であった。農繁期には休業して中学生に農作業を手伝わせるが，”休み
明け登校して来る生徒が作業を手伝ったもの程ドロ ンとして生気がほいのは，作業が強い
のだろうか，原因をつきとめて欲しい”という依頼に答える研究であった。その時使用し
た機械は博士が北大応電で望月教授等と共同で開発した心電計であった。私はペ ドメ ター
ーを持ち出して”運動の質と量 ”の面から， 運動と作業の質度と量から疲労をさぐり出そ
うとした。スポーツ・日常の遊び・農作業の身体的活動の質 ・量の疲労測定結果は”農作
業は，運動量・質共に 3者中最も少ないのに，疲労が最も大きいのは，スポーツや遊びの
ように，内から発動するものと，作業という他から強制会れて嫌いでも働らかなければなら
ないものとの精神的ストレス（Str巴白B）の差であろう“という博士の結論であったよう に思い
出される。
こんなことでわれわれの体育科学研究は，博士を中心lζ次々と進め られ，かなりの成果
を見た。博士は常に船頭さんであるが，決して御自分からはこうせい，ああせいとは言わ
れなかった。しかし要点はきちんと指示された。私どもは博士について夢中で研究をした
ものである。手当 り次第データーを積んでいったと言ってよい。そして博士はいくら研究
5 
を指導しでも決して御自身の業績にしようとはなさらない方である。研究データーを集計
整理して論文にまとめ上げるのは大部分私がやったし 2 発表も多くは私がした。
こうして博士の要点示唆と指示によって司論文にまとめ上げたのが 50編近くあるが，
その中から主要研究主題を 2～ 3挙げてみると次のようなものがある。
大”テレメーターリングによる持久性運動の心樽数測定とトレーニング処方について”
1962, 11月一一日本体育学会，発表者：奈良岡健三，共同研究者：天野智恵
美 i他
＠ヨ 乙の発表に対して，故正井滝士教授が次のような質問iをされた『スキー選手の平常時の脈樽を如何に
考えられ，またその調査についての御意見を何がし、たL、』正井滝土（北海道学芸大学）一一体育学研究
vm I…・・とあるのも感慨深い。
fr”T he Endurance Juding m eもhodof Trained and Untrained Persons 
and iもs u s e E o r T r a i n i ng”
1964, 10月 7日 I・C・S・S （国際スポーツ科学会議） 発表者：奈良岡健三，
共同研究者：天野智恵美
信ヨ ζの発表は，東京オリンピック1964，開会式の直前各国体育学者 600名が集まって開催された国際会
議で，乙の主題で私が博士と共同研究して一般研究発表したものである。因みに乙れは英語で， ゴ学
研究の真価を発揮した発表であった乙とを付言する。尚主題は”鍛練者・非鍛練者の持久性の判定法と
そのトレーニングへの利用”
女”持久力のトレーニングとテストの実際的研究”一一本研究の理論的背景一一
1965, 9月，北海道大学教育学部紀要第 11号，奈良岡健三
fr ＂向上” E一一実際編一一 1966, 7月，向上紀要第 12号、奈良岡健三
活ヨ 以上の2編は私の最も力を傾注した研究論文であるが， トレフドミノレ，ムルテプルポーズポリグラフ，
テレメータ一等，天野博士が北大在任中努力して購入して下さった機械を使用してまとめ上げたもので，
博士が北海道大学教育学部長在職中，私のζの論文を主業績として教授昇格を進めて下さった博士の深
い心のζ もった因縁深い論文である。
fr”各種スポーツの機能適性に関する実験的臨床的研究” 1967. 11月，日本体育学会，
発表者：奈良岡健三，共同研究者：天野智恵美（北海道女子短期大学）他
③ヨ 乙れは乙の題名で天野博士を研究責任者として申請し，昭和41年度文部省科学研究費（総合研先100
万円）の交付を受けて研究したものである。博士がζの学園に来られる前年の研究であった。
さて天野博士が本学園の体育科教育にやって来られたのは 7年前であった。乙の学園iと，
東京以北では女子短大lζ初めて体育科が創設されるに至った経緯についても博士が無縁で
なかった乙と，博士が北大停年退官後学園の専任教授となられたことも，すべては北海道
における大学体育の開拓者にふさわしいことであったと思うのである。
乙の 7年聞に”体育科”が”保健体育科”と改名脱皮し，今日のような保健体育科の隆
盛発展を費らしたこと，その聞の博士の果された役割については私が喋喋するまでもなL、。
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博士が保健体育科長としてスタ ッフの中心となり 活動された成果であることは疑いもない
事実である。いま， 北海道内の大学スポーッ界のみならず全日本イ ンターカレッジにも各
種目で”北海道女子短期大学”が赫赫たる名声を馳せている根底にも、博士の教育力が大
きな力となっている乙とが感じとれるのである。
昭和 48年4月，私がまた天野先生の膝下で，この学園の体育を北大時代のよう に”膝
を並べて”再び担当し，何回か”ゴ学研究”の傍 ら相も変らず ”グ間”を発し， ある時に
は新たにして”深遠な生理学”まで講義して載いたこの一年，乙の幸福な一年は， あっと
いう聞に過ぎ去ってしまった。そして私にとって，天野先生の二度目の定年御勇退の年を
迎えることになってしまった。
専任御勇退といっても，先生のあの知識と科学とを，この学園の保健体育科発展と学生
達のためには実際の講義を続けてやって載きたいと心から願っている。 いくつになっても
親は親，子は子であると同様，先生は私の一生涯の師，というより”北海道体育学界の父’
として，いつまでも御健勝でわれわれの進路を指示され，しっかと梶をとって載きたいと
希うや切なるものがある。
〔付 記 〕医学博士天野智恵美先生の業績や学徳を語るには，拙ない私のぺンではよ く
f.,tし得ると乙ろでなし、。しかし最も長い年月と， ”日と時間”とを共に過ごしたのは
私だけであると信じているが故，かくは駄ぺンを………先生の御健康と御自愛を祈り
つつ一一揮ったことを諒とされたい。
先生は園芸では、菊・ダリアなどの全道品評会でいつも審査員をされている。この
方面で も余技や素人の域を脱して，専門家として も一国一城の主としてやって行ける
特技をお持ちである。また先生は囲碁 7段格の実力者であることの片鱗は本文中にも
度々紹介したところである。
( 1973・12・10 ) 
